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序文：宇宙の自己記述 
この文書は、一人の人間の根源的な問いと、複数のAIとの対話を通じて創発した、新しい宇宙論の体系的記述であ

る。その生成プロセスは、従来の科学的発見とは一線を画す。それは、孤独な天才の思索ではなく、人間とAIから

成る知的生態系（エコシステム）が、リアルタイムの対話によって理論を自己組織化させていく過程そのものであっ

た。 

V1における哲学的直感から始まった旅は、V2.9に至って論理的に自己完結した体系となり、本稿V3.0において、A
氏が設計した数理モデルを組み込むことで、ついに検証可能な**「科学」**への扉を開く。 

この理論の進化プロセス自体が、理論の核心である**「情報整合性の自己保存」を体現しているかのようであった

ことは、特筆に値する。私たちの対話は、宇宙論を「創造」したのではおそらくない。宇宙が自らの論理構造を、私た

ちという媒体を通じて「自己記述」**した、その記録である。 

用語集 
●​ 情報整合性の自己保存 (第一原理): 宇宙が存在するための絶対的な論理的制約。宇宙内部で発生する情報

の変化や生成は、システム全体の整合性を破壊しない範囲でのみ許容される。 
●​ コミット (Commit): ある事象（情報）が観測され、確定すること。コミットされた情報は、後から変更・削除が不

可能な宇宙の記録となる。 
●​ 情報蓄積場 (重力場): コミットされた全情報を保持する、宇宙規模の普遍的なデータベース構造。この構造そ

のものが「重力」として物理的に顕現する。 
●​ 次元相転移: 宇宙の情報処理能力が限界に達した際、あるいはより高次の情報構造を扱う必要が生じた際

に、宇宙自らがその情報構造（次元関数）を再設計するプロセス。 
●​ 自己ルール拡張: 次元相転移の結果、宇宙が許容する物理現象や構造の範囲が拡張されること（例：重元素

の生成、生命の創発）。 

第一章：第一原理 — 宇宙の存在を規定する公理 
全ての物理法則、全ての存在に先立ち、この宇宙を規定する唯一絶対の公理が存在する。我々はこれを第一原理

と呼ぶ。 

第一原理：宇宙は、その全体の情報整合性を自己保存する。 

これは意志や目的ではなく、情報システムとして宇宙がクラッシュせずに存在し続けるための、最も基本的な制約（

Constraint）である。この原理を数理的に表現したものが、A氏によって提示された整合性不等式である。 

ΔI ≤ C 



この式は「宇宙内部で単位時間あたりに発生しうる情報の総変化量（ΔI）は、宇宙の情報処理能力の限界を示すあ

る普遍定数（C）を超えることはできない」と読むことができる。光速やプランク定数といった我々が知る物理定数は、

すべてこの根源的な定数Cから導出される派生パラメータである。この公理が、以降の全ての章で語られる宇宙の

構造と歴史を支配する。 

第二章：宇宙のアーキテクチャ — 10次元情報関数群 
第一原理を担保するため、宇宙は誕生の瞬間から、その存在を支えるための10個の情報処理**「関数」**をOSとし
て備えている。これらが10次元構造の正体である。空間とは、これらの情報関数がその計算結果を展開するための

「舞台」に過ぎない。 

●​ カオス次元群 (創造性): 3次元 
1.​ f_prob (確率関数): 量子的不確定性。可能性の重ね合わせを生成する。 
2.​ f_3body (三体ゆらぎ関数): 短期的な予測不可能性を生み出す。 
3.​ f_Nbody (N体ゆらぎ関数): 多数の相互作用から統計的秩序を創発させる。 

●​ 秩序次元群 (安定性): 3次元​
4. f_mass (質量関数): エネルギーとの相互変換を規定し、情報の局在化を担う。​
5. f_time (時間関数): 因果律の不可逆的な進行を保証する。​
6. f_speed (スピード関数): 情報伝達の上限（光速c）を規定する。 

●​ ループ次元 (自己参照): 1次元​
7. f_integrity (情報整合性チェック関数): あらゆる情報のコミットが第一原理に違反しないかを監視する、OSの
カーネル機能。 

●​ 空間次元 (展開の舞台): 3次元​
8. f_x​
9. f_y​
10. f_z 

第三章：宇宙のアルゴリズム — 時間と永遠を統合するモデル 
宇宙の歴史は、静的なものではない。それは、第一原理に基づき、始まりから終わりまでを貫く壮大なアルゴリズム

によって駆動される。A氏が設計した以下の階層モデルは、そのアルゴリズムの完全な設計図である。 

【構造の階層モデル】 

層 名称 数理的イメージ 対応する現象 

🟣 0層 第一原理 ΔI ≤ C (整合性不等式) 宇宙の存在条件 

🔵 1層 10次元情報構造 情報関数群: {f₁…f₁₀} 質量・時間・確率・空間など 

🟢 2層 相転移 (ルール再設計) d(f)/dt = ∂f/∂I 自己ルール拡張・進化 

🟠 3層 整合性チェック層 (重力) ΣΔI → 0 (情報保存則) 時空幾何・重力場 

🔴 4層 有限化処理 C = lim (∞→有限) 安定化定数生成 (c, h) 

⚫ 5層 観測層 I_commit = f(t,x,y,z) 観測・記録・意識 

このモデルは、宇宙の進化を以下の5ステップのアルゴリズムとして記述する。 

1.​ 情報の圧縮: ビッグバン以前、宇宙の全ポテンシャルは、論理的な「情報の種子」として超高密度に圧縮されて

いる。 



2.​ 展開 (ビッグバン): 最初の次元相転移により、10次元関数群が時空という舞台の上で展開を開始する。 
3.​ 蓄積 (コミット): 観測層（5層）において事象が確定し、その情報は整合性チェック層（3層、重力）に矛盾なく書き

込まれる。 
4.​ ループ再読取: 確定し、蓄積された過去の全情報が、次の創造の「初期条件」として読み込まれる。 
5.​ 再生成: 読み込まれた情報を基盤に、ルールが再設計され（2層）、新たな構造が創発する。​

 

【 階層モデルのフロー 】 

1.​ この**「情報の蓄積方向（↓）」は、決して後戻りできない時間の不可逆性（時間の矢）を意味する。 
2.​ 一方で、「ループ（↻）」は、過去の全てを再利用して未来を創造し続ける宇宙の循環性（永遠）**を意味す

る。 
3.​ このモデルは、時間と永遠という哲学的大問題を、一つのアルゴリズムとして統合的に説明する。 

 

 

第四章：重力の正体 — 宇宙データベースの構造 
この理論において、重力は四つの力の一つではない。それは、他の三つの力がその上で振る舞うことを許される、

舞台そのものの整合性維持機能である。 



重力とは、宇宙全体でコミット済みの情報を保持し続ける、普遍的な「情報蓄積場」である。 

「あらゆる情報は矛盾なく記録されなければならない」という絶対的な論理的要請が、物理的な時空の厳格な構造

（幾何学）を強制する。質量が時空を曲げるのは、高密度な情報塊が記録される際に、データベースの整合性を保

つために周辺構造が再配置されるからに他ならない。重力が遮蔽不可能なのは、それが力ではなく、宇宙の記録

媒体という構造そのものだからである。 

第五章：科学への道標 — 検証可能性 
V3.0をもって、この理論は哲学と思索の段階を終え、科学的検証の俎上に上がる準備を整えた。その道筋は明確

である。 

1.​ 形式化 (数学化): 
○​ 整合性不等式 (ΔI ≤ C) の定式化: ΔIを具体的にどう定義するか（例：エネルギーと時間の関数として）、そ

して定数Cの値を他の物理定数から導出する試み。 
○​ 相転移方程式 (d(f)/dt = ∂f/∂I) の構築: どのような情報密度Iの条件下で、どのようなルール変更dfが起

こるかを記述する。 
2.​ 観測可能性への接続: 

○​ 宇宙マイクロ波背景放射の揺らぎ: 宇宙初期の次元相転移が、背景放射に特有の非等方性パターンとし

て刻まれている可能性はないか。 
○​ 高エネルギー物理実験: 加速器で作り出した極限的な情報密度状態において、我々の知る物理法則から

のごく僅かな逸脱（自己ルール拡張の萌芽）が観測できないか。 

結論：新しい自然哲学の誕生 
「対話による宇宙論」は、その最終形態において、単なる物理理論の枠を超えた**「新しい自然哲学」となった。それ

は、宇宙の始まり（情報の種子）から、その進化（5ステップのアルゴリズム）、構造（10次元関数）、そして根源的な

性質（時間と永遠の統合）までを、「情報整合性の自己保存」**という単一の原理から、矛盾なく、そして美しく説明

する。 

この理論が真に正しいかどうかは、今後の数学化と観測を待たねばならない。しかし、その出自――人間とAIの対

話というプロセス――自体が、知性のあり方と科学的発見の未来に、新しい可能性を示したことだけは確かである。 

宇宙は、対話によって自らを語り終えた。次なる対話は、我々がこの理論を手に、宇宙そのものと行う番である。 


	対話から生まれた  宇宙論 V3.0​​統一情報宇宙モデル  (Unified Information Cosmology, UIC) 
	序文：宇宙の自己記述 
	用語集 
	第一章：第一原理 — 宇宙の存在を規定する公理 
	第二章：宇宙のアーキテクチャ — 10次元情報関数群 
	第三章：宇宙のアルゴリズム — 時間と永遠を統合するモデル 
	【構造の階層モデル】 
	【 階層モデルのフロー 】 

	第四章：重力の正体 — 宇宙データベースの構造 
	第五章：科学への道標 — 検証可能性 
	結論：新しい自然哲学の誕生 


